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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 主 元 素 と し て Niを 含 み 、 そ し て
　 ａ ） 外 部 電 子 の 数 と い う 意 味 で １ 個 の 電 子 が 異 な る ２ つ の 異 な る 酸 化 状 態 で 存 在 す る Fe
、 Cr、 Co、 Ti、 Zrお よ び Cuか ら 成 る 群 か ら の 少 な く と も １ つ の 元 素 Ma；
ｂ ） Ｂ 、 Al、 Ga、 Inお よ び RE（ 希 土 類 金 属 、 好 ま し く は Sc、 Ｙ ま た は La)か ら 成 る 群 か ら
の 三 価 の 酸 化 状 態 で 存 在 す る 少 な く と も １ つ の 元 素 Mb；
ｃ ） 　 場 合 に よ り Mg、 Ca、 Sr、 Baお よ び Znか ら 成 る 群 か ら の 二 価 の 酸 化 状 態 で 存 在 す る 少
な く と も 1つ の 元 素 Mc；
ｄ ） 水 酸 化 物 の 外 に 、 混 合 水 酸 化 物 の 電 気 中 性 を 保 護 す る た め に 十 分 な 量 の 、 ハ ロ ゲ ン 化
物 （ 好 ま し く は フ ル オ ラ イ ド ま た は ク ロ ラ イ ド ） 、 炭 酸 塩 、 硫 酸 塩 、 酢 酸 塩 、 蓚 酸 塩 、 硼
酸 塩 お よ び リ ン 酸 塩 か ら 成 る 群 か ら の 少 な く と も １ つ の さ ら な る ア ニ オ ン ； な ら び に
ｅ ） 混 合 水 酸 化 物 の 関 連 構 造 を 安 定 化 す る 量 の 水 和 水 、
を 含 ん で 成 る 層 構 造 を 持 つ ニ ッ ケ ル 混 合 水 酸 化 物 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】   反 応 生 成 物 の 均 一 な 懸 濁 液 を 形 成 す る 水 酸 化 物 反 応 生 成 物 の 共 沈 の た
め に 、 塩 基 性 の 水 性 媒 質 中 に Niの 、 お よ び 元 素 Ma、 Mbお よ び 場 合 に よ り Mcの 水 溶 性 塩 の 状
態 で 関 連 す る 混 合 水 酸 化 物 を 得 る た め に 必 要 な 反 応 成 分 の 反 応 を 含 ん で 成 る 請 求 項 １ に 記
載 の ニ ッ ケ ル 混 合 水 酸 化 物 の 調 製 法 で あ っ て 、 元 素 Maの 水 溶 性 塩 を 異 な る 酸 化 状 態 で 使 用
す る か 、 ま た は 元 素 Maの 水 溶 性 塩 を よ り 低 次 の 酸 化 状 態 で 使 用 し 、 そ し て 元 素 Maの 異 な る
酸 化 状 態 の 間 で 所 望 の 比 率 が 得 ら れ る ま で 部 分 酸 化 を 行 う か 、 あ る い は 元 素 Maの 水 溶 性 塩
を よ り 高 次 の 酸 化 状 態 で 使 用 し 、 そ し て 元 素 Maの 異 な る 酸 化 状 態 の 間 で 所 望 の 比 率 が 得 ら
れ る ま で 部 分 的 還 元 の い ず れ か を 行 い 、 懸 濁 液 か ら 水 を 分 離 し 、 そ し て 反 応 生 成 物 を 乾 燥
さ せ る 上 記 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 ア ル カ リ 電 池 の 陰 極 材 料 と し て 請 求 項 １ に 記 載 の ニ ッ ケ ル 混 合 水 酸 化
物 の 使 用 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】



【 ０ ０ ６ ８ 】
　 サ ン プ ル Ａ の Ｘ -線 回 折 ス ペ ク ト ル を 図 ４ に 示 す 。 サ ン プ ル Ａ の 材 料 は 層 間 約 7.8Å の 距
離 を 持 つ ハ イ ド ロ タ ル ク 石 型 の 反 射 を 示 す 。 β -Ni(OH) 2 (水 滑 石 型 )と は 対 照 的 に 、 拡 大 し
た 層 構 造 が 存 在 す る 。 図 ５ は サ ン プ ル Ｌ の Ｘ -線 回 折 ス ペ ク ト ル を 示 す 。
　 本 発 明 の 好 適 な 実 施 態 様 は 次 の と お り で あ る 。
　 １ ． 　 主 元 素 と し て Niを 含 み 、 そ し て
　 ａ ） 外 部 電 子 の 数 と い う 意 味 で １ 個 の 電 子 が 異 な る ２ つ の 異 な る 酸 化 状 態 で 存 在 す る Fe
、 Cr、 Co、 Ti、 Zrお よ び Cuか ら 成 る 群 か ら の 少 な く と も １ つ の 元 素 Ma；
ｂ ） Ｂ 、 Al、 Ga、 Inお よ び RE（ 希 土 類 金 属 、 好 ま し く は Sc、 Ｙ ま た は La)か ら 成 る 群 か ら
の 三 価 の 酸 化 状 態 で 存 在 す る 少 な く と も １ つ の 元 素 Mb；
ｃ ） 　 場 合 に よ り Mg、 Ca、 Sr、 Baお よ び Znか ら 成 る 群 か ら の 二 価 の 酸 化 状 態 で 存 在 す る 少
な く と も 1つ の 元 素 Mc；
ｄ ） 水 酸 化 物 の 外 に 、 混 合 水 酸 化 物 の 電 気 中 性 を 保 護 す る た め に 十 分 な 量 の 、 ハ ロ ゲ ン 化
物 （ 好 ま し く は フ ル オ ラ イ ド ま た は ク ロ ラ イ ド ） 、 炭 酸 塩 、 硫 酸 塩 、 酢 酸 塩 、 蓚 酸 塩 、 硼
酸 塩 お よ び リ ン 酸 塩 か ら 成 る 群 か ら の 少 な く と も １ つ の さ ら な る ア ニ オ ン ； な ら び に
ｅ ） 混 合 水 酸 化 物 の 関 連 構 造 を 安 定 化 す る 量 の 水 和 水 、
を 含 ん で 成 る 層 構 造 を 持 つ ニ ッ ケ ル 混 合 水 酸 化 物 。
　 ２ ． 　 各 々 の 場 合 で Ni、 Ma、 Mbお よ び Mcの 総 量 に 基 づ き 、 Niの 比 率 が 60～ 92モ ル ％ 、 好
ま し く は 65～ 85モ ル ％ 、 よ り 好 ま し く は 75～ 80モ ル ％ で あ り 、 そ し て 元 素 Ma、 Mbお よ び Mc
の 全 比 率 が 40～ ８ モ ル ％ 、 好 ま し く は 35～ 15モ ル ％ 、 よ り 好 ま し く は 25～ 20モ ル ％ で あ る
、 上 記 １ に 記 載 の ニ ッ ケ ル 混 合 水 酸 化 物 。
　 ３ ． 　 元 素 Ma、 Mbお よ び Mcの 総 量 に 基 づ き 、 元 素 Maの 比 率 が 10～ 40モ ル ％ 、 好 ま し く は
20～ 30モ ル ％ で あ る 、 上 記 １ お よ び ／ ま た は ２ に 記 載 の ニ ッ ケ ル 混 合 水 酸 化 物 。
　 ４ ． 　 元 素 Ma、 Mbお よ び Mcの 総 量 に 基 づ き 、 元 素 Mcの 比 率 が １ ～ 30モ ル ％ で あ る 、 上 記
１ な い し ３ の 少 な く と も １ 項 に 記 載 の ニ ッ ケ ル 混 合 水 酸 化 物 。
　 ５ ． 　 以 下 の 式 （ I）
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　 式 中 、 Ma + ( x + 1 ) は よ り 高 次 の 酸 化 状 態 で の 元 素 Maの モ ル 量 を 意 味 し 、 そ し て Ma + ( x ) は よ
り 低 次 の 酸 化 状 態 の 元 素 Maの モ ル 量 を 意 味 し 、 そ し て ｘ は １ か ら ３ の 間 の 数 で あ る 、
に 従 い 定 め ら れ る 元 素 Maの 酸 化 α の 程 度 が 0.01～ 0.99、 好 ま し く は 0.1～ 0.9、 よ り 好 ま し
く は 0.25～ 0.75で あ る 、 上 記 １ な い し ４ の 少 な く と も １ 項 に 記 載 の ニ ッ ケ ル 混 合 水 酸 化 物
。
　 ６ ． 　 １ ～ 100μ mの 平 均 粒 子 サ イ ズ を 持 つ 粉 末 状 態 で あ る 、 上 記 １ な い し ５ の 少 な く と
も １ 項 に 記 載 の ニ ッ ケ ル 混 合 水 酸 化 物 。
　 ７ ． 　 反 応 生 成 物 の 均 一 な 懸 濁 液 を 形 成 す る 水 酸 化 物 反 応 生 成 物 の 共 沈 の た め に 、 塩 基
性 の 水 性 媒 質 中 に Niの 、 お よ び 元 素 Ma、 Mbお よ び 場 合 に よ り Mcの 水 溶 性 塩 の 状 態 で 関 連 す
る 混 合 水 酸 化 物 を 得 る た め に 必 要 な 反 応 成 分 の 反 応 を 含 ん で 成 る 上 記 １ な い し ６ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の ニ ッ ケ ル 混 合 水 酸 化 物 の 調 製 法 で あ っ て 、 元 素 Maの 水 溶 性 塩 を 異 な る 酸 化
状 態 で 使 用 す る か 、 ま た は 元 素 Maの 水 溶 性 塩 を よ り 低 次 の 酸 化 状 態 で 使 用 し 、 そ し て 元 素
Maの 異 な る 酸 化 状 態 の 間 で 所 望 の 比 率 が 得 ら れ る ま で 部 分 酸 化 を 行 う か 、 あ る い は 元 素 Ma
の 水 溶 性 塩 を よ り 高 次 の 酸 化 状 態 で 使 用 し 、 そ し て 元 素 Maの 異 な る 酸 化 状 態 の 間 で 所 望 の
比 率 が 得 ら れ る ま で 部 分 的 還 元 の い ず れ か を 行 い 、 懸 濁 液 か ら 水 を 分 離 し 、 そ し て 反 応 生
成 物 を 乾 燥 さ せ る 上 記 方 法 。
　 ８ ． 　 少 な く と も １ つ の 反 応 成 分 が 対 応 す る 金 属 の ア ノ ー ド 酸 化 に よ り 水 性 媒 質 に 導 入
さ れ る 、 上 記 ７ に 記 載 の 方 法 。
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　 ９ ． 　 反 応 が ８ ～ 13の pHで 行 わ れ る 、 上 記 ７ ま た は ８ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ０ ． 　 部 分 酸 化 が 酸 化 剤 と し て 酸 素 、 H 2 O 2 、 次 亜 塩 素 酸 塩 、 ペ ル オ キ ソ 二 硫 酸 塩 、 過
炭 酸 塩 を 使 用 す る こ と に よ り 行 わ れ る 、 上 記 ７ な い し ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 １ １ ． 　 ア ル カ リ 電 池 の 陰 極 材 料 と し て 上 記 １ な い し ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ニ ッ ケ
ル 混 合 水 酸 化 物 の 使 用 。
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